
内装用LVL［単板積層材］

KEYLAM Interior®
キーラムインテリア



※KEYLAM Interior T&G：10枚で1梱包プレーナー本実加工済み

本実加工品 ダンボール梱包（10枚/梱包）
KEYLAM Interior T&G

無垢の木では作り出せない
LVLならではの表情

KEYLAM Interior ®
［キーラムインテリア］

KEYLAM Interior ®T&G
［キーラムインテリア ティーアンドジー］

〈 規 格 〉
商品名 樹種 厚み (㎜) 幅 (㎜) 長さ (㎜)
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KEYLAM Interior

KEYLAM Interior Board

〈 特 長 〉
LVLの製造工程からできるストライプ柄の単板積層面を表に
することで、インテリアやデザインに活用することが可能です。ストライプ柄

国産材、地域産材に対応可能です。国産材使用

本実仕様もございます。 本実仕様本実加工

本実加工品
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発熱速度及び総発熱量（試験体A） 発熱速度 総発熱量

評価基準 発熱速度：140kW以下

評価基準 総発熱量：50MJ以下

発熱速度：70kW以下
総発熱量：25MJ以下の高性能

〒136-0082 東京都江東区新木場1-7-22 新木場タワー8階
TEL：03-5534-3741　　FAX：03-5534-3750
http://www.key-tec.co.jp

KEYLAM Interior ®FR
［キーラムインテリア エフアール］

〈 模型箱試験 〉
準不燃仕様のKEYLAM Interior®FRは実際の火災時の影響及び安全性を確認するために性能評価の際に模型箱試験を指定して行
ないました。基準性能より大幅に上回る優れた防火性能が確認できました。 ※防火性能 評価基準　発熱速度：140kW以下、総発熱量：50MJ以下

10分加熱後

模型箱試験

〈 KEYLAM Interior®FRを使用する際の注意事項 〉

基材

表面

T1

b2

あ
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●品質は株式会社キーテックと全国LVL協会が
  徹底的に管理します。
●安心できる安全な材料を供給します。

〈 品質・性能管理体制 〉

信 頼

安 心

安 全

〈 あて材仕様 〉

● アルミニウム合金板（JIS H 4000）
   合金番号1000系,5000系,6000系

● 一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101）

● 溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106）

● 建築構造用圧延鋼材（JIS G 3136）

● 建築構造用ステンレス鋼材（JIS G 4321）

● ステンレスクラッド鋼（JIS G 3601）

● 塗装ステンレス鋼材（JIS G 3320）

● 熱間圧延ステンレス鋼材および鋼帯（JIS G 4304）

● 冷間圧延ステンレス鋼材および鋼帯（JIS G 4305）

●あて材固定はビス、釘、タッカー等の接合具を利用します。

材 質

T1 = 1.0～6.0（あて材の厚さ）

b2 = 10.0～50.0

寸 法

材　　　　料 ： スギLVL （積層面のみ）
寸　　　　法 ： 厚さ15・30×幅150×長さ2000・4000mm
難 燃 薬 剤 ： りん・窒素系薬剤　

〈 仕 様 〉
りん・窒素系薬剤処理単板積層材 ［ QM-0821（3） ］

（一般社団法人 全国LVL協会が取得しています。）

〈 大臣認定 〉

準不燃材料

2017.03

1.本製品は内装用となりますので屋外での使用はできません。
2.本製品は無機系難燃薬剤を注入加工しておりますので、保管場所や施工現場が多湿の場合、表面が湿気を帯びて施工に支障をきたしたり、薬剤が表面に染み出す白華現象（薬剤が内部
 より表面に染み出し、白い結晶が析出する現象）をおこし、外観上の美観を損なう場合がございます。
3.本製品は薬剤の白華現象を抑制するため必ず塗装をする必要があります。塗装にはアクリル・ウレタン系樹脂塗料もしくはウレタン系樹脂塗料もしくはアクリル系樹脂塗料を使用し
 てください。弊社が推奨する塗料の例として、セーフティーワルツ　ニューレスキューコート（大谷塗料株式会社製）、ピュアフラット（玄々化学工業株式会社製）などがあります。
4.本製品の塗装には必ず溶剤系塗料を使用してください。水性塗料を使用すると白華現象が発生し、準不燃性能が損なわれる場合があります。
5.本製品を施工するにあたって、燃え抜けが発生しないように目地部にあて材を取り付ける必要があります。あて材を取り付けない場合は準不燃性能となりませんのでご了承ください。


